
第３時の展開 

(１)本時の目標 

 溶解度曲線を利用して、水溶液を特定するための実験方法を計画する。 

(２)本時の評価規準 

 溶解度曲線のグラフの違いから，水溶液を特定する実験を，見通しをもって計画し，その内容を

説明することができる。【思考・表現】 

(３)本時の学習過程 

時間 学習活動「主な発問」 子どもの反応予想 
指導上の留意点 

展開のポイント等 

評価規準 

【観点】《方法》 

導 

入 

5 分 

・前時の学習の確認 

・本時の課題の確認 

 ３本の試験管に入ってい

る物質を特定するために

はどのような実験をすれ

ばいいか。 

「溶解度の違いを利用す

ればいい」「小学校で食塩

は、温度変化による溶解度

の差が小さいと学んだよ」 

これまで、硝酸カリウ

ムの溶解度のみに注

目してきたが、グラフ

の読み方は、他の物質

でも同じであること

を知る。 

 

 

 

展 

開 

３0

分 

 

 

分析解釈シート（ワークシ

ート）に、実験方法をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、３種類の物質を確

実に特定するために、結晶

を取り出し、顕微鏡で確認

したい。どのような操作が

必要か。 

 

 

 

 

 

 

 

「３種類の溶解度が示さ

れている溶解度曲線は複

雑だなあ」「これまで学ん

だことを活用すればいい

んだ」「温度を徐々に上げ

ながら、溶けていく様子を

観察すればいい。」「前の実

験のように、いったんすべ

て溶かして、冷却すればい

い」 

 

「食塩だと特定できてい

るけど、結晶としては取り

出せていないね。どうすれ

ばいいんだろう」 

 

 

 

 

 

実験方法を考えると

きは、その操作によっ

て何を調べたいのか

を明確にさせる。温度

を上げるなら、何℃な

のか、冷却するのも

何℃に下げるのか、を

考えさせる。 

いろいろな実験方法

が出てきてよい。 

 

食塩は、温度変化にと

もなう溶解度の差が

小さいので、これまで

のように冷却しても

取り出せない。蒸発に

よる方法について考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・表現】

≪ﾜｰｸｼｰﾄ≫ 

溶解度曲線を利用して、実験方法を考えてみよう。 

実験方法を班で話し合って、最も適切な方法を決めよう。 



各班で実験方法をまとめ

る。 

ま 

と 

め 

10

分 

各班の実験方法を発表しよ

う。 

 溶解度曲線をどのよ

うに利用したかをわ

かりやすく伝えるよ

うにする。 

 

 

判断基準 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ 

十分満足できる 

Ｂ 

おおむね満足できる 

Ｃ 

努力を要する 

思考・表現 

溶解度曲線を利用して，再結

晶で水溶液から物質を取り出

す方法について，見通しをも

って具体的に計画を立てると

ともに，グラフの数値を使っ

て定量的に考え，追究してい

くことができる。 

溶解度曲線を利用して，再結

晶で水溶液から物質を取り出

す方法について，見通しをも

って計画を立てながら，追究

していくことができる。 

溶解度曲線を利用して、物質を取

り出す方法について，具体的に計

画を立てることができない。 

＊努力を要する生徒の手立て＊ 

溶解度曲線を使って，温度変化に

伴って溶解度が変化することを説

明する。 

判断基準 
評価基準 


